
（ 現在）
（単位:千円）

 [資産の部]  [負債の部]

１．有形固定資産 １．固  定  負  債

  （１）総   務   費 0

  （２）民   生   費 156,192   （１）地     方     債 0

  （３）衛   生   費 0

  （４）労   働   費 0   （２）債務負担行為

  （５）農林水産業費 0       ①物件の購入等 0

  （６）商   工   費 0       ②債務保証又は損失補償 0

  （７）土   木   費 0        債務負担行為計 0

  （８）消   防   費 0

  （９）教   育   費 0   （３）退職給与引当金 0

 （１０）そ  の  他 0  

             計 156,192      固 定 負 債 合 計 0

       （うち土地 0 ）  

 

    有形固定資産合計 156,192 ２．流  動  負  債

 

２．投  資  等   （１）翌年度償還予定額 0

  （１）投資及び出資金 0

  （２）貸      付       金 0   （２）翌年度繰上充用額 0

  （３）基                金

      ①特定目的基金 638,490      流  動 負 債 合 計 0

      ②土地開発基金 0

      ③定額運用基金 0

       基      金     計 638,490  負    債    合    計 0

  （４）退職手当組合積立金 0

     投  資  等  合  計 638,490

３．流  動  資  産  [正味資産の部]

  （１）現  金 ･ 預  金

      ①財政調整基金 1,130 １．国 庫 支 出 金 30,000

      ②減  債  基  金 0

      ③歳  計  現  金 52,907 ２．都道府県支出金 0

       現金･預金計 54,037

  （２）未     収     金 ３．一 般 財 源 等 818,719

      ①地    方    税 0

      ②そ    の    他 0

       未  収  金  計 0   正 味 資 産 合 計 848,719

      流 動 資 産 合 計 54,037

資    産    合    計 848,719 負債･正味 資産合計 848,719

  ※債務負担行為に関する情報 ①物件の購入等に係るもの 0 千円

②債務保証又は損失補償に係るもの 0 千円

③利子補給等に係るもの 0 千円
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（単位：千円） 借方（資産） 貸方（負債＋正味資産）

投資等
638,490千円
（75.2％）

正味資産
848,719千円
（100.0％）

【解説】
栃木県後期高齢者医療広域連合が持っている資産の合計は848,719千円で、内訳は土地や建物な

どの「有形固定資産」が156,192千円、出資金や基金などの「投資等」が638,490円、財政調整基金
や減債基金、現金、広域連合の債権（未収金）などの「流動資産」が54,037千円となっています。

これらの資産形成における資金調達については、これまでの世代による負担である「正味資産」
によるものが100.0％であり、将来の世代の負担による「負債」は0.0％となっています。

【資産の状況】
１．有形固定資産

平成19年度に、当広域連合と県内の市町とを
オンラインで結ぶ、被保険者の情報等を管理す
る電算処理システムを構築したため、その費用
を計上してあります。

２．投資等
被用者保険の被扶養者であった者に対して、

保険料徴収の激変緩和措置がされ、この措置に
ともなう保険料の減収分については、国庫支出
金により補填され、この補填されたお金を基金
に積立てました。

３・流動資産
平成19年度の広域連合の決算は、歳入は

1,125,200千円であり、歳出は1,072,293千円で
あります。よって、剰余金（歳入－歳出で余っ
たお金）は、52,907千円であり、更に財政調整
基金の1,130千円を加えた54,037千円が「流動
資産」となります。

【負債の状況】
借入金の残高や、債務負担行為による後年度

の支出がないため、「固定負債」と「流動負
債」は0円であります。

【正味資産の状況】
「正味資産」は、これまでの資産の形成に

調達された資金のうち、将来の負担が必要な
いものを示しています。

その内訳は、国と県からの補助金が30,000
千円であり、一般財源等（市町分賦金など）
が818,719千円であります。

有形固定資産
156,192千円
（18.4％）

流動資産
54,037千円
（6.4％）
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